
令和５年第１回武蔵村山市教育委員会定例会議事日程 

令和５年１月２０日（金） 

午前９時３０分開議 

 

１ 会期の決定 

２ 前回会議録の承認 

３ 教育長報告 

４ 議案第１号  武蔵村山市立学校学校運営協議会委員の委嘱等に係

る臨時代理の承認について 

５ 議案第２号  令和５年度 武蔵村山市教育委員会の基本方針に基

づく主要施策・主要事業について 

６ 協議事項   令和４年度武蔵村山市立小・中学校卒業証書授与式

の告辞（案）について 

７ その他      

協 議 事 項 
資 料 



議案第１号 

 

 

武蔵村山市立学校学校運営協議会委員の委嘱等に係る臨時代理の

承認について 

 

 

武蔵村山市立学校学校運営協議会委員の委嘱等について、別紙のとおり臨時

に代理したので、教育委員会の承認を求めます。 

 

 

  令和５年１月２０日 

 

 

                     武蔵村山市教育委員会 

                      教育長 池 谷 光 二 

 

 

（提案理由） 

武蔵村山市立第一中学校、第三中学校及び小中一貫校大南学園第四中学校の

学校運営協議会委員について、委員の委嘱等をする必要があり、武蔵村山市教

育委員会教育長に対する事務委任等に関する規則第３条第１項の規定により臨

時に代理したので、本案を提出します。 



別紙

１ 武蔵村山市立第一中学校学校運営協議会委員

２ 氏名・住所・選出区分

氏 名 住 所 選 出 区 分

森田　陽美 武蔵村山市本町
 対象学校の所在する地域の住民
（武蔵村山市立学校学校運営協議会規則第４条第１項第１号該当）

１ 武蔵村山市立第一中学校学校運営協議会委員

２ 委 嘱 年 月 日 　令和５年１月１日

３ 任 期 　令和５年１月１日から令和５年３月３１日まで

４　氏名・住所・選出区分

氏 名 住 所 選 出 区 分

横山　つゝみ 武蔵村山市学園
 対象学校の所在する地域の住民
（武蔵村山市立学校学校運営協議会規則第４条第１項第１号該当）

※敬称略

（委嘱）

（解嘱）

－1－



１ 武蔵村山市立第三中学校学校運営協議会委員

２ 氏名・住所・選出区分

氏 名 住 所 選 出 区 分

峰岸　美穂 武蔵村山市神明
 対象学校の所在する地域の住民
（武蔵村山市立学校学校運営協議会規則第４条第１項第１号該当）

１ 武蔵村山市立第三中学校学校運営協議会委員

２ 委 嘱 年 月 日 　令和５年１月１日

３ 任 期 　令和５年１月１日から令和５年３月３１日まで

４　氏名・住所・選出区分

氏 名 住 所 選 出 区 分

内野　正義 武蔵村山市神明
 対象学校の所在する地域の住民
（武蔵村山市立学校学校運営協議会規則第４条第１項第１号該当）

※敬称略

（委嘱）

（解嘱）

－2－



１ 武蔵村山市立小中一貫校大南学園第四中学校学校運営協議会委員

２ 氏名・住所・選出区分

氏 名 住 所 選 出 区 分

佐藤　郁子 武蔵村山市大南
 対象学校の所在する地域の住民
（武蔵村山市立学校学校運営協議会規則第４条第１項第１号該当）

１ 武蔵村山市立小中一貫校大南学園第四中学校学校運営協議会委員

２ 委 嘱 年 月 日 　令和５年１月１日

３ 任 期 　令和５年１月１日から令和５年３月３１日まで

４　氏名・住所・選出区分

氏 名 住 所 選 出 区 分

乃一　雅代 武蔵村山市大南
 対象学校の所在する地域の住民
（武蔵村山市立学校学校運営協議会規則第４条第１項第１号該当）

※敬称略

（委嘱）

（解嘱）

－3－



議案第２号 

 

 

令和５年度 武蔵村山市教育委員会の基本方針に基づく主要施

策・主要事業について 

 

 

令和５年度武蔵村山市教育委員会の基本方針に基づく主要施策・主要事業に

ついて、別紙のとおり決定するため、教育委員会の議決を求めます。 

 

 

  令和５年１月２０日 

 

 

                     武蔵村山市教育委員会 

                      教育長 池 谷 光 二 

 

 

（提案理由） 

令和５年度武蔵村山市教育委員会の基本方針に基づく主要施策・主要事業を

定める必要があるので、本案を提出します。 
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令和５年度 武蔵村山市教育委員会の基本方針に 

基づく主要施策・主要事業 

 

武蔵村山市教育委員会は、「教育目標」を達成するために、「武蔵村山市教育、学術及び文化の

振興に関する総合的な施策の大綱・武蔵村山市第三次教育振興基本計画（令和４年２月策定）」

で定めた「基本方針」に基づき、武蔵村山市の特性を生かして、令和５年度における主要施策・

主要事業を総合的に推進する。 

【基本方針１ 生きる力を育む教育の推進】 

知識基盤社会において、いかに社会が変化しようと、子供たち一人一人が、自ら課題を

見付け、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、行動し、よりよく問題を解決することが

できるようにするために必要な「生きる力」を育むことが求められる。 

また、これからの子供たちには、「何を学ぶか」だけでなく、「何を理解しているか、何

ができるか」、「理解していること・できることをどう使うか」、「どのように社会・世界と

関わり、よりよい人生を送るか」という三つの柱で資質・能力を育成するとともに、誰一

人取り残さない持続可能な社会づくりに貢献できる人材を育成することが重要である。 

そのために、家庭における教育の成果を基盤としながら、子供たちの確かな学力の定着

や健やかな心と体の育成を図ることができる教育を推進する。また、思考力・判断力・表

現力等を育む教育や、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の理念等を踏まえ、地域の課題か

ら地球規模の諸課題まで幅広く自らの課題として考え、解決する力を育む教育を推進する

とともに、個に応じたきめ細やかな指導の充実を図る。 

【基本方針２ 学校・家庭・地域の連携・協働の推進】 

我が国と郷土の未来を切り拓く子供たちのための教育が、一層効果的に行われるように

するために、学校、家庭及び地域社会が、それぞれの機能を十分に発揮して、その責任を

果たすとともに、これまで以上に連携・協働体制を強化することが求められる。 

そのために、コミュニティ・スクールとして開かれた学校づくりを推進するとともに、

地域社会全体で子供たちを育てる仕組みの構築を図る。 

 別紙 
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【基本方針３ 教育の質の向上と教育環境の整備】  

保護者や地域から信頼される学校づくりを実現するために、義務教育９年間を見通した

教育活動の充実を図り、教員が、自らの資質や能力を向上させるとともに、成果と課題の

検証に基づき、教育活動の改善を図ることが求められる。 

そのために、教員対象の研修や、校内における人材育成のための組織を確立するととも

に、学校評価に基づく経営改善を推進する。 

また、学校における教育活動の効果を一層高めるため、ＧＩＧＡスクール構想により整

備されたタブレット端末を活用して、個別の教育的ニーズや学習状況に応じた学習を充実

させるとともに、施設、教育機器等の教育環境の整備を推進する。 

【基本方針４ 自己実現を目指す生涯学習の推進】 

人生１００年時代の到来が予測される中、あらゆる場所における学習を通して市民一人

一人が、自己の人格を磨き、互いに支え合いながら豊かな人生を送ることができるように

するとともに、我が国と郷土を愛し、主体的に社会の発展に寄与しようとする気持ちや態

度を育む生涯学習社会の実現が求められる。 

そのために、市民が生涯を通じて、自ら学んだり、伝統や文化に触れたりすることがで

きる多様な学習機会の充実を図るとともに、「武蔵村山市スポーツ都市宣言」の趣旨を踏ま

え、スポーツとの関わりをもてる環境整備を進め、スポーツ活動の振興を図る。 

【基本方針５ 教育財産の有効活用の推進】 

市が保有する財産を最大限活用するという観点から、教育財産についてもその活用を推

進することが求められる。 

そのために、特に学校施設は、様々な用途を考え、多様な観点に立って積極的な活用を

推進する。 
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学 校 教 育 

【ＤＸの推進】 

ＧＩＧＡスクール構想に係る１人１台端末をはじめとしたＩＣＴ機器や高速大容量通信ネットワ

ークを最大限活用します。 

更なる教育の質の向上や市民の利便性向上のため、教育委員会及び学校において、ＤＸ（デジタ

ルトランスフォーメーション）を推進します。 

【学校規模適正化の推進】 

児童・生徒にとって望ましい教育環境を確保していくため、市内の人口動向や児童・生徒数の実

態、学校規模等を考慮しながら、学校規模等適正化基本方針を改定します。 

【計画的な学校施設・設備改修の推進】 

「公共施設等総合管理計画」に基づき策定された「学校施設長寿命化計画」に沿って、適正な教

育環境を維持・改善するため、児童・生徒の安全に考慮しながら、学校施設・設備改修の推進に努

めます。また、学校施設の照明器具をＬＥＤ化することによる省電力化など、脱炭素社会の実現に

貢献する取組を推進します。 

【安全・安心な教育環境の整備】 

登下校時における安全確保、学習活動等における安全対策、学校施設・設備等の安全点検、安全・

安心な学校給食の提供、アレルギー疾患への対応等、「学校危機管理対応マニュアル」に基づき、迅

速かつ的確に対応できる危機管理体制の確立に努めるとともに、新型コロナウイルス感染症などの

感染症対策を含む衛生管理を引き続き行います。 

【人権教育・道徳教育の推進】 

いじめはどの学校でもどの子供にも起こり得るとの認識の下、「いじめ撲滅宣言」の趣旨を踏まえ、

いじめを許さない、見逃さない指導を徹底させるとともに、思いやりの心を育み、あらゆる偏見や

差別をなくすために、教育活動全体を通じて人権教育・道徳教育を推進します。 

【確かな学力の定着・体力の向上】 

子供たちの基礎的・基本的な知識・技能の習得と言語能力の向上を図るための指導を充実させ、

学習意欲の向上及び学習規律の確立を図り、学力向上策を総合的に推進するとともに、体力向上策

を総合的に推進します。 

【特別支援教育の充実】 

  「第五次特別支援教育推進計画」に基づき、特別な教育支援や発達支援が必要な子供一人一人に

対し、連続性のある適切な指導と必要な支援が行われるようにするとともに、特別支援教室におけ

る指導の充実を図ります。また、新たに中学校に開設した自閉症・情緒障害特別支援学級を活用す

るとともに、西部地区小学校における特別支援学級（固定学級）の設置に向けて、開設準備委員会

を開催し、検討を進めます。 

【小中一貫教育の推進】 

  義務教育９年間を通して、系統的・継続的な教育活動を全校で展開するため、目指す子供の姿を

保護者・地域と共有し、コミュニティ・スクールの機能を生かした連携を一層推進し、地域ととも

に進める小中一貫教育の充実に努めます。 

【（仮称）防災食育センターの整備と小学校学校給食調理等業務の民間委託】 

  老朽化した市立学校給食センターに代わる施設として、「防災まちづくり構想」に基づき、災害時

は応急給食等を行う防災拠点として稼働し、平常時は学校給食の提供等を行う「（仮称）防災食育セ

ンター」の整備事業を推進し、小学校学校給食調理等業務の民間委託の実施に向け、事務を進めま

す。 
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生 涯 学 習 

【生涯学習の推進】 

「第五次生涯学習推進計画」に基づき、生涯学習情報の提供や学習機会の充実を図り、「いつでも」

「どこでも」「だれでも」自発的に学習活動や表現活動のできる環境づくりを推進します。 

【家庭教育の支援】 

家庭は教育の根本であることから、子育てにおける家庭教育に限らず、幅広い世代を対象として、

基本的な生活習慣や生活能力、社会的マナーなどの重要性についての普及啓発活動に努めるととも

に、知識や技術の習得を図るため家庭教育等の講座を充実させます。また、事情により家庭での学

習が困難又は、学習習慣が十分に身に付いていない児童・生徒を対象に、地域住民等の協力により

「地域未来塾」事業を推進し、学習支援を実施します。さらに、放課後に子供たちの安全で安心な

居場所を確保するため、「放課後子供教室」を継続実施するとともに、放課後子ども総合プランに基

づき、学童クラブとの一体型の運営を推進します。 

【文化財の調査、保護・活用】 

市内に残る文化財の保護や調査を実施し、文化財の適正な保護・保存に努めるとともに、歴史民

俗資料館及び分館収蔵資料の展示・公開や歴史講座等を実施し、文化財保護思想の普及啓発を促進

します。 

【スポーツの推進】 

「スポーツ都市宣言」の理念を踏まえ、スポーツ・レクリエーション事業の拡充を図り、賑わい

と活力あるまちづくりを進め、市民の健康・体力づくりの推進に努めます。「第二次スポーツ推進計

画」に基づき、地域の現状や市民のニーズを的確に捉えながら、生涯スポーツ施策の総合的かつ計

画的な推進を図ります。 

【図書館運営の充実】 

「第四次子供読書活動推進計画」の基本目標である「すべての子供が、みずから読書に親しむま

ち武蔵村山」を実現させるため、楽しみながら自主的に行う読書活動のための環境整備を充実させ

るとともに、学校図書館との更なる連携を図ります。 
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こ
と
を
言
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
達
成
し
た
人
は
車
い
す
テ
ニ
ス
界
で
は
国
枝
選
手

た
だ
一
人
で
あ
り
、
誰
も
が
認
め
る
「
世
界
最
強
」
の
車
い
す
テ
ニ
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
言
え
ま
す
。 

国
枝
選
手
の
強
さ
の
秘
密
は
、
日
々
の
練
習
へ
の
向
き
合
い
方
に
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
の
中
か
ら
二
つ
紹

介
し
ま
す
。
第
一
に
、
基
本
的
な
練
習
を
何
度
も
何
度
も
繰
り
返
し
行
い
ま
す
。
第
二
に
、
一
日
前
の
自
分

を
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
絶
対
に
負
け
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
こ
と
を
意
識
し
て
練
習
に
取
り
組
む

こ
と
で
、「
あ
れ
だ
け
練
習
し
て
き
た
の
だ
か
ら
で
き
る
！
」
と
い
う
自
信
に
つ
な
が
り
、
試
合
で
最
大
の
力

を
発
揮
で
き
る
の
で
す
。 

国
枝
選
手
の
取
組
か
ら
、
基
本
を
大
切
に
し
、
地
道
な
努
力
を
積
み
重
ね
る
こ
と
、
自
分
と
向
き
合
い
、

自
分
を
磨
い
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
未
来
に
向
け
て
様
々

な
目
標
を
も
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
の
実
現
の
た
め
に
、
一
日
一
日
を
大
切
に
努
力
を

積
み
重
ね
、
自
分
を
磨
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
子
様
の
御
卒
業
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
成
長
さ
れ

た
お
子
様
の
お
姿
を
御
覧
に
な
ら
れ
、
感
慨
も
ひ
と
し
お
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。
こ
の
六
年
間
、
本

市
の
教
育
活
動
に
温
か
い
御
支
援
、
御
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
引
き
続

き
御
理
解
と
御
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

結
び
に
、
今
日
ま
で
御
指
導
く
だ
さ
い
ま
し
た
校
長
先
生
を
は
じ
め
教
職
員
の
皆
様
、
並
び
に
本
校
の
教

育
の
た
め
に
お
力
添
え
を
賜
り
ま
し
た
地
域
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
、
教
育
委
員
会
の
告
辞
と
い
た

し
ま
す
。 
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令
和
四
年
度 

武
蔵
村
山
市
立
中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式 

教
育
委
員
会
告
辞
（
案
） 

 

本
日
こ
こ
に
、
武
蔵
村
山
市
立
第
○
○
中
学
校
の
令
和
四
年
度
卒
業
証
書
授
与
式
が
挙
行
さ
れ
る
に
当
た
り
、

教
育
委
員
会
と
し
て
一
言
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
御
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

本
日
、
皆
さ
ん
は
、
中
学
校
三
年
間
、
義
務
教
育
九
年
間
の
全
課
程
を
修
了
し
、
こ
こ
に
卒
業
証
書
授
与
式
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

互
い
に
励
ま
し
合
い
、
支
え
合
っ
た
友
達
の
こ
と
、
親
身
に
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
の
こ
と
、
優
し
く

見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
の
方
々
、
そ
し
て
、
い
つ
も
そ
ば
で
応
援
し
続
け
て
く
だ
さ
っ
た
御
家
族

の
こ
と
な
ど
、
今
、
皆
さ
ん
は
多
く
の
人
た
ち
と
の
思
い
出
を
噛
み
し
め
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
思
い
、

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
新
た
な
道
に
出
発
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 

さ
て
、
皆
さ
ん
が
中
学
校
一
年
生
に
な
っ
た
令
和
二
年
四
月
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
学
校
で
は
臨
時
休
業
が
継
続
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
学
校
再
開
後
は
、
マ
ス
ク
着
用
等
、
基
本
的
な

感
染
症
対
策
を
講
じ
た
新
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
を
取
り
入
れ
、
入
学
式
は
形
式
を
変
え
、
授
業
や
学
校
行
事
、
部

活
動
等
、
学
校
生
活
の
全
て
が
新
し
い
様
式
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
三
年
間
は
、
ど
う
表
現
し
て
い
い

の
か
言
葉
も
見
つ
か
ら
な
い
く
ら
い
耐
え
難
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
学
業
の
不
自
由
さ
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
友
人
と
の
交
流
も
思
い
描
い
て
い
た
も
の
と
は
異
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
中

で
学
業
を
修
め
、
ま
た
、
こ
の
一
年
間
は
最
高
学
年
と
し
て
、
学
校
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
下
級
生
に
模
範
と
な

る
態
度
を
示
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
よ
く
頑
張
り
ま
し
た
。 

本
日
、
義
務
教
育
を
修
了
し
た
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
、
自
ら
選
択
し
た
り
、
判
断
し
た
り
し
な
が
ら
自
分
で

人
生
を
切
り
開
い
て
い
く
道
へ
と
進
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
中
で
、「
目
標
」
を
設
定
し
、
そ
の
実
現
に
向

け
て
日
々
努
力
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
旅
立
つ
未
来
は
、
大
き
な
希
望
と
と
も
に
、
未

知
な
る
課
題
が
数
多
く
立
ち
は
だ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
強
く
逞
し
く
生
き
抜
き
、
培
っ
て
き

た
経
験
を
糧
に
、
自
ら
の
人
生
を
よ
り
輝
か
せ
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
子
様
の
御
卒
業
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
義
務
教
育
を
立

派
に
修
了
し
、
卒
業
証
書
を
手
に
し
た
お
子
様
を
御
覧
に
な
り
、
感
慨
も
ひ
と
し
お
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
本
市
の
教
育
活
動
に
温
か
い
御
支
援
と
御
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
引

き
続
き
御
理
解
と
御
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
今
日
ま
で
御
指
導
く
だ
さ
い
ま
し
た
、
校
長
先
生
を
は
じ
め
、
教
職
員
の
皆
様
、
並
び

に
本
校
の
教
育
の
た
め
に
お
力
添
え
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
、
教

育
委
員
会
の
告
辞
と
い
た
し
ま
す
。 

 

令
和
五
年
三
月
十
八
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